
に
諸
口
す
る
、
低
騒
者
流
の
穂
倣
心
を
挑
殺
せ
ざ
る
や
の

虞
な
さ
に
あ
ら
歩
、
然
る
恐
歩
し
と
せ
ん
も
、
自
殺
せ
ん

ざ
す
ま
で
の
大
決
心
あ
ら
ん
か
、
寧
ろ
天
専
を
杢
ム
し
、

苦
一
ロ
ム
ぺ
き
を
一
再
ひ
、
行
わ
ん
ご
す
る
ご
こ
ろ
ぞ
行
ひ
、
永

〈
混
濁
せ
る
枇
曾
ご
春
闘
せ
ん
か
、
共
の
功
果
自
殺
白
比

に
あ
ら
ざ
る
ぺ
し
、
故
に
自
殺
は
利
砂
な
く
、
害
多
し
。

上
惑
の
如
く
り
ふ

μ
ば
、
此
の
積
の
自
殺
も
亦
許
す
べ
か
ら

ぎ
る
を
知
る
ぺ
〈
、
ま
た
二
例
の
如
主
も
「
一
兆
は
罪
の
賃

金
争
り
』
て
ム
バ
ヲ
戸
ゼ
ン
の
説
の
是
認
せ
ら
れ
、
倫
理

の
定
設
さ
争
ら
ぎ
る
限
k

リ
容
る
す
べ
き
じ
非
ら
ず
。
彼
の

如
く
自
己
の
罪
科
少
償
争
ふ
ニ
ご
乞
せ
ず
、
剰
ヘ
死
に
よ

り
て
其
支
域
を
逃
れ
ん
ざ
す
る
素
よ
り
断
じ
て
、
許
す
べ

き
も
の
に
あ
ら
ず
、
寧
ろ
大
今
的
仁
吐
A
M
H

制
裁
を
加
へ
ざ

る
ぺ
か
ら
十
。
都
て
思
ふ
に
我
等
の
生
は
、
本
悌
の
妙
用

に
し
て
、
本
有
の
悌
性
は
修
養

ιよ
り
英
光
輝
を
捕
嬬
は

さ
ん
ご
せ
り
o
然
る
に
勇
猛
精
進
の
概
念
欠
〈
が
故
に
徒

ら
に
本
悌
の
力
用
を
無
鵡
し
、
悌
性
を
失
ひ
剰
へ
枇
曾
の

酬
明
馬
を
招
く
じ
至
る
や
論
な
し
‘
か
く
の
如
き
は
我
等
本

化
門
下
の
絶
劃
仁
排
尿
す
ぺ
き
ご
す
、
然
れ
J
T

」
も
予
は
徒

ら
に
、
生
に
執
着
せ
よ
ど
仁
は
あ
ら
歩
、
寄
人
の
死
す
べ

き
時
あ
る
事
を
は
、
特
に
闇
明
せ
ん
ご
す
、
本
化
の
旗
印

は
不
惜
身
命
科
惜
無
上
道
争
り
、
故
仁
予
は
鋳
国
錦
法
て

ふ
、
唯
一
の
大
遣
の
御
潟
の
死
は
、
是
認
否
讃
嘆
す
る
ご

こ
ろ
な
り
。
こ
れ
法
花
経
的
の
苑
に
し
て
本
備
の
妙
用
仁

眠
へ
肉
に
死
し
、
霊
に
活
く
る
所
以
争
り
ご
す
。

設
に
於
℃
余
は
一
五
は
ん
、
本
化
門
下
は
道
の
鶏
ご
一
式
ふ

大
信
念
を
有
し
、

E
っ
其
自
殺
は
生
じ
勝
れ
る
の
確
証
ゐ

る
に
あ
ら

5
れ
ば
、
絶
針
じ
可
と
す
べ
き
自
殺
な
し
。
寧

ろ
無
意
義
仁
J

牛
一
を
拾
っ
る
も
の
、
如
き
は
、
枇
借
H

制
裁
に

よ
り
て
覆
轍
者
流
ケ
絶
滅
せ
ぎ
る
べ
か
ら
す
、
最
后
に
記

憶
す
べ
き
は
、
『
妙
ご
は
蘇
生
の
義
な
り
』
ざ
の
一
大
異

理
浄
り
ご
す
。
ー
l
ハ

2
1
1

日
常
生
活
と
信
仰
の
必
一
安

I
 
l
 
－－，， 

智

騎
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日

我
々
は
如
何
仁
し
た
争
ら
ば
、
此
の
一
生
一
年
一
月
乃

至
日
常
の
生
活
を
、
面
白
く
意
義
あ
る
債
値
あ
る
生
活
を



じ
て
過
し
向
最
後
臨
終
の
貼
仁
至
っ
て
、
何
の
心
掛
境
り
も

な
く
、
安
心
に
終
る
事
が
出
来
る
＊
で
あ
ろ
う
か
、
此
の
事

は
世
間
一
般
の
人
が
此
の
問
題
を
或
は
解
決
し
、
或
は
未

解
決
の
盛
氏
持
っ
て
居
る
事
で
あ
ろ
う
ご
思
ム
、
今
其
の

日
常
生
活
に
就
℃
少
し
く
考
へ
て
見
る
仁
、
日
常
生
活
を

し
て
行
〈
上
に
就
て
、
第
一
必
要
な
る
ち
の
は
何
か
財
力

第
二
に
信
仰
で
あ
る
ご
想
ふ
、
或
は
信
仰
第
一
ご
謂
ふ
け

れ
ざ
も
、
予
は
信
仰
は
第
二
三
す
、
信
仰
は
有
つ
で
も
財

力
な
〈
ば
、
生
活
し
て
行
く
事
が
出
来
な
〈
守
る
、
生
活

す
る
事
が
出
来
奇
か
っ
た
な
ら
ば
、
折
角
の
信
仰
も
出
来

ぎ
る
様
に
守
る
叉
如
何
に
財
力
は
津
山
あ
る
と
雄
も
‘
信

仰
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
何
ん
の
債
値
も
な
い
の
で
あ
る

所
詞
償
値
あ
る
意
義
あ
る
党
輝
あ
る
、
生
活
を
窓
・
り
安
心

し
て
臨
終
す
る
事
の
出
来
る
の
は
、
信
仰
に
依
ら
な
く
て

は
な
ら
ん
、
某
の
信
仰
ご
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
ご

謂
ふ
じ
、
即
も
信
心
で
あ
る
、
そ
れ
で
は
何
に
を
信
心
す

れ
ば
よ
い
か
、
即
ち
諸
経
中
王
最
錦
第
一
の
法
華
経
を
信

心
す
れ
ば
よ
い
、
何
故
に
法
華
艇
が
諸
経
中
王
最
鵡
第
一

で
あ
る
か
ど
一
去
へ
ば
、
其
の
一
端
を
演
A
V

る
仁
、
稗
窓
一

代
の
説
法
化
導
は
、
五
十
年
の
問
で
あ
る
、
其
中
平
胤
経

三
七
H
の
間
設

3
、
阿
合
十
二
ヶ
年
方
等
、
十
六
年
般
若

十
四
年
の
問
加
様
に
、
間
十
二
年
の
問
説
法
化
導
な
当
れ

て
、
一
曾
の
大
衆
に
向
っ
て
稗
曾
申
遣
れ
る
様
今
迄
苓
麻

阿
合
方
等
般
若
ご
四
十
二
年
が
聞
の
説
法
L
た
が
、
是
れ

は
未
編
畳
一
賓
と
申
し
て
、
樺
利
方
便
の
矯
め
に
設
い
た
慮

の
経
で
あ
る
、
日
疋
よ
ち
初
め
て
一
再
来
生
が
迷
へ
る
を
救

く
っ
て
や
る
事
の
出
来
る
、
又
婆
婆
世
界
に
出
願
せ
し
本

懐
の
経
を
説
く
の
で
あ
る
ご
謂
っ
て
、
御
説
き
遊
ば
さ
れ

た
の
か
、
此
の
八
ヶ
年
聞
の
法
華
経
で
あ
る
、
法
経
の
中

に
も
有
る
が
如
く
、
受
持
法
華
名
者
一
踊
不
可
量
云
一
冨
法
華

経
の
名
を
聞
く
ち
の
に
も
功
徳
が
あ
る
、
況
ん
や
受
持
す

る
も
の
に
於
て
は
、
一
繭
徳
計
る
べ
か
ら
？
と
あ
り
、
又
訟

華
経
を
持
つ
者
は
、
現
世
安
穏
後
生
善
蕗
ご
云
っ
て
此
の

世
は
安
穏
で
叉
後
の
世
に
は
善
き
果
報
を
得
る
事
が
出
来

る
ど
あ
り
、
斯
様
に
あ
り
が
た
い
慮
の
法
苓
艇
で
あ
れ
ば

諸
経
中
王
最
錦
第
一
ご
す
る
の
で
あ
る
、
此
の
法
華
経
を

信
仰
す
れ
ば
、
意
義
あ
る
惜
値
あ
る
生
活
が
出
来
る
の
で

あ
る
、
宗
祖
上
人
は
佐
渡
の
流
罪
戒
は
龍
口
の
刑
場
に
あ
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り
あ
が
ら
、
今
生
の
善
を
ば
笑
へ
よ
か
し
、
日
頃
待
も
居

b
し
事
で
あ
る
ご
仰
せ
ら
れ

τ、
驚
く
景
色
も
無
か
っ
た

の
で
あ
る
、
是
れ
は
決
し
て
喜
で
は
争
い
、
而
し
宗
姐
仁

堅
固
亭
る
信
仰
が
あ
っ
た
鋳
仁
、
苦
も
轄
じ
て
喜
ご
争
っ

た
の
で
あ
る
故
に
、
我
々
日
常
生
活
を
し
て
行
〈
上
に
就

て
信
仰
が
あ
れ
ば
、
日
常
の
苦
も
柴
ど
韓
じ
て
一
家
和
合

い
て
、
楽
し
く
暮
す
事
が
出
来
る
の
で
あ
る
、
一
家
内
の

和
合
は
、
一
村
一
郡
一
国
の
和
合
ご
争
っ
て
、
天
下
泰
平

の
世
と
奇
る
の
で
あ
る
、
故
に
日
常
生
活
を
成
す
故
に
就

い
て
信
仰
が
大
切
で
あ
る
。

濁

末

霊

光

の

中

村

明

義

悌
目
、
一
度
同
天
に
浸
し
て
よ
り
、
其
塾
教
は
月
の
西

よ
り
出
で
3

束
を
照
ら
す
が
如
〈
、
漸
究
東
闘
に
流
侍
せ

ιJわれた
b
o
貝
多
羅
葉
仁
書
れ
た
る
党
本
は
、
世
々
の
三

歳
に
よ
り
て
、
漢
詩
せ
ら
れ
、
解
股
浬
繋
の
教
義
は
代
A
T

の
山
依
の
論
師
仁
よ
ち
て
、
各
其
の
時
代
の
思
想
を
戚
佐

せ
り
ν

か
く
て
、
悌
教
は
世
界
人
類
を
救
済
す
ぺ
き
党
明

ご
争
り
ぬ
。
さ
れ
ざ
、
．
骨
子
、
の
光
明
は
日
出
る
迄
の
月
の
光

明
な
り
し
な
り
。
正
保
二
千
年
時
勢
の
接
選
は
、
漸
く
其

の
光
明
を
渡
し
た
り
、
見
ょ
や
迦
葉
阿
難
に
よ
り
で
博
へ

ら
れ
し
小
乗
も
、
馬
鳴
龍
樹
に
依
り
て
弘
め
ら
れ
し
大
乗

も
‘
疾
く
宗
敬
ご
し
て
の
生
命
を
巳
ひ
、
天
台
惇
敢
に
よ

り
て
惇
ひ
ら
れ
し
一
念
三
千
も
、
弘
法
惑
畳
の
弘
め
し
識

伽
三
密
も
、
教
義
高
備
に
、
修
行
煩
喰
に
過
ぎ
、
周
く
後

人
を
し
て
、
翼
輩
に
、
修
行
す
る
能
は
ぎ
ら
し
め
、
一
種

の
串
間
ど
な
り
了
L

リ
し
仁
非
ら
ず
や
、
悌
在
世
よ
り
正
法

に
渉
bJ
、
数
行
証
乗
備
せ
る
偽
数
は
、
其
末
仁
及
び
証
果

を
得
る
も
の
杏
〈
、
更
に
像
法
の
末
期
に
至
り
で
は
、
異

仁
修
行
す
る
人

r
に
争
く
、
幾
多
の
経
論
あ
り
ご
雄
も
、

そ
が
人
生
の
党
明
さ
は
な
ら
ざ
ら
し
杏
り
。
是
の
知
〈
仁

し
て
、
印
度
の
悌
数
先
づ
滅
び
、
唐
土
の
悌
敬
次
で
衰
へ

日
本
仁
弘
ま
b
し
商
都
六
宗
、
北
京
の
二
宗
も
、
徒
に
形

骸
の
悌
数
ご
な
り
、
世
は
五
消
末
法
の
暗
雲
仁
覆
は
れ
た

O
 

L
リ
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此
時
に
嘗
h
y
、
法
然
親
織
属
相
尋
で
、
念
悌
往
生
他
力
本


